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症の人を支える
ガイドブック



は　じ　め　に

　認知症は誰でもかかる可能性のある脳の病気です。この「認

知症の人を支えるガイドブック」は、認知症の人を地域で支え

ていくため、認知症の発症から症状が進行していくなかで、いつ、

どこで、どのようなサービスや制度が利用できるのかを示した

ものです。

　本冊子を通して、認知症の基礎知識、相談窓口、各種サービ

スを紹介し、認知症やその家族、またサポートする住民の方々

にも活用していただけるようお願いいたします。

　荒尾市は、認知症になっても安心して暮らせるまちづくりを

目指しています。

本冊子の内容は、平成31年４月時点の情報です
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認知症について

①認知症とは

１

　認知症は、誰にでも起こる可能性のある脳の

病気です。

　認知症は、様々な原因で脳の機能が低下し、

日常生活に支障をきたす状態で、通常の加齢に

よる「もの忘れ」とは違います。

　たとえば、朝ごはんに何を食べたのか思い出

せないのは、加齢による「もの忘れ」かもしれ

ませんが、朝ごはんを食べたこと自体を忘れて

しまう場合は「認知症」の可能性があります。

◦体験したことの一部を忘れる

◦物をどこに置いたのか思い出せない

◦人の名前が思い出せない

◦体験したこと全部を忘れる

◦物の置き忘れや紛失が多くなる

◦その人を見ても誰なのかわからない

加齢によるもの忘れと認知症の違い

加齢による「もの忘れ」 認知症による「もの忘れ」

朝ごはんに何を食べた

のか分からない

朝ごはんを食べたこと

自体を忘れてしまう
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②認知症の症状

　認知症の症状は、『中核症状』と『行動・心理症状（BPSD）』の大きく２つに分けられます。

認知症の２つの症状

た
と
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が

た
と
え
ば
こ
ん
な
こ
と
が

■中核症状
	 脳の細胞が死んでしまい起こる症状

	 （すべての認知症の人にみられる症状）

■行動・心理症状（BPSD）
	 心の状態や性格、環境によって出る症状

	 （すべての認知症の人にみられない症状）

◎記憶障害
　新しいことが覚えられない
　前のことが思い出せない

◎見当識障害
　時間・場所・人がわからなくなる

◎実行機能障害
　計画を立てる、段取りすることができない

◎理解・判断力の低下
　２つ以上のことが重なると理解できなくなる
　しくみが見えない道具や新しい機械を使えない

◎徘　徊
　歩き回る

◎妄　想
　財布や物を盗まれたと言う

◎幻　覚
　実際にないものが、見えたり聞こえたりする

◎うつ状態・意欲低下
　自信を失い、やる気がでない

◎暴言・暴力
　ささいなことで、声を荒げたり手を挙げたりする

◎介護への抵抗
　入浴や着替えを嫌がる

進行を遅らせる

薬による治療

介護の工夫で改善

の可能性がある

必要に応じ、薬の

治療
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アルツハイマー型認知症
　認知症で最も多いタイプ。脳の神

経細胞が徐々に減少し、脳が萎縮す

ることによって引き起こされる病気

です。

レビー小体型認知症
　レビー小体というたんぱく質が脳

の神経細胞内に蓄積することによっ

て起こります。

若年性認知症
　６５歳未満で発症した認知症のことをいいます。若くして認知症を発症すること

で今までのように仕事ができず、経済的な問題を抱えたり、高齢者と比べて進行が

早いなど、様々な問題が起こり、日常生活が困難になります。

血管性認知症
　脳の血管が詰まる脳梗塞や、脳の

血管が破裂する脳出血などにより、

脳に十分な血液が送れなくなり、神

経細胞が障害されることによって起

こります。

前頭側頭型認知症
　脳の前頭葉（前の部分）から側頭

葉（横の部分）にかけて部位が萎縮

することによって起こります。

◦最近のことを忘れる

◦ゆっくりと進行していく

◦計画を立てて行動することが
できなくなる

◦実際には存在しないものが見
える幻視が出現する

◦歩行が小刻みで転倒しやすく
なる

◦障害されてない部分の機能は保
たれるため、できることとでき
ないことに差が大きい
◦しびれや麻痺、言語障害など
の身体機能障害を伴う

◦柔軟な対応ができず、自由に
行動するようになる

◦万引きや交通違反など反社会的
な行動をとり、周囲を困らせる

主　な　症　状

主　な　症　状

主　な　症　状

主　な　症　状

③認知症の種類（若年性認知症）
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認知症の状態に合わせた対応について２

　日常生活の中で、認知症ではないかと思われる言動を「家族の会」の会員の経験からま

とめたものです。医学的な診断基準ではありませんが、いくつか思いあたることがあれば、

かかりつけ医や地域包括支援センターに相談しましょう。

家族の会がつくった認知症の早期発見のめやす

公益社団法人　認知症の人と家族の会　作成

①もの忘れがひどい
□ 今切ったばかりなのに、電話の相手の名前を忘れる

□ 同じことを何度も言う・問う・する

□ しまい忘れ・置き忘れが増え、いつも探している

□ 財布・通帳・衣類などが盗まれたと人を疑う

②判断力・理解力が衰える
□ 料理・片づけ・計算・運転などのミスが多くなった

□ 新しいことが覚えられない

□ 話のつじつまが合わない

□ テレビの番組の理解が出来なくなった

③時間・場所がわからない
□ 約束の日時や場所を間違えるようになった

□ 慣れた道でも迷うことがある

④人柄が変わる
□ 些細なことで、怒りっぽくなった

□ 周りへの気遣いがなくなり、頑固になった

□ 自分の失敗を人のせいにする

□ 「このごろ様子がおかしい」と周囲から言われた

⑤不安感が強い
□ 一人になると怖がったり寂しがったりする

□ 外出時に持ち物を何度も確かめる

□ 「頭が変になった」と本人が訴える

⑥意欲がなくなる
□ 下着を替えず、身だしなみを構わなくなった

□ 趣味や好きなテレビ番組に興味を示さなくなった

□ ふさぎ込んで何をするのも億劫がり嫌がる

①認知症チェックシート
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認　　知　　症

認知症になる前の段階
日常生活に支障はある
が概ね、自立

予　防 運動教室　いきいきサロン　地域活動　認知症カフェ

相　談 地域包括支援センター　　認知症疾患医療センター　　認知症の人と家族の集い　　認知症カフェ

医　療 かかりつけ医　　認知症サポート医　　認知症疾患医療センター

介　護 介護保険サービス　　訪問介護　　（ヘルパー）・通所介護（デイサービス）・短期入所生活介護（ショートステイ）などの介護サービス

生活支援

見守り

地域包括支援センター(認知症初期集中支援チーム、　　認知症高齢者安心見守り連絡票)　　警察

地域(民生委員・福祉委員)　　認知症サポーター　　生活支援ボランティア　　老人クラブ

配食サービス　　安否確認　　買物支援　　徘徊高齢者登録票

地域福祉権利擁護事業　　成年後見制度

本人の様子や

認知症の症状

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
制
度

家族への

アドバイス

認知症の

進行

１ 軽度認知症害（ＭＣＩ） ２ 初　期

◦もの忘れはあるが、自立し
た日常生活を送れる	

◦認知症の正しい知識や接し
方を学びましょう

◦「物忘れや探し物が増え
た」など、変化に気づいた
ら、地域包括支援センター
へ相談しましょう

◦新しいことが覚えられない

◦曜日や時間が分からなくな
る

◦不安感が強くなる

◦薬を飲んだことを忘れる

◦手続きや金銭管理などにミ
スが目立つ

◦家族間で今後の介護につい
て話し合っておきましょう

◦専門医療機関の受診や介護
サービスについて地域包括
支援センターへ相談しま
しょう

◦本人の不安を和らげるよう
にサポートしましょう

②認知症の進行について
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認　　知　　症

日常生活に介護が必要 常に介護が必要

地域包括支援センター　　認知症疾患医療センター　　認知症の人と家族の集い　　認知症カフェ

かかりつけ医　　認知症サポート医　　認知症疾患医療センター

介護保険サービス　　訪問介護　　（ヘルパー）・通所介護（デイサービス）・短期入所生活介護（ショートステイ）などの介護サービス

地域包括支援センター(認知症初期集中支援チーム、　　認知症高齢者安心見守り連絡票)　　警察

地域(民生委員・福祉委員)　　認知症サポーター　　生活支援ボランティア　　老人クラブ

配食サービス　　安否確認　　買物支援　　徘徊高齢者登録票

地域福祉権利擁護事業　　成年後見制度

３ 中　期 ４ 後　期

◦道に迷うようになる

◦興奮しやすくなる

◦着替えや食事、入浴などが今までのよう
に出来なくなる

◦介護負担が増えるため、担当ケアマネ
ジャーと相談しながら、介護サービスを
利用しましょう

◦民生委員や地域住民など、見守ってくれ
る協力者を増やしましょう

◦家族や友人の顔が分からなくなる

◦昔の記憶も忘れてしまう

◦排泄の失敗が増える

◦話の内容が理解できない

◦日常生活で出来なくなったことを確認し
ておきましょう

◦緊急時の対応について確認しておきま
しょう

◦終末期に備え、看取りも方法について家
族で話し合っておきましょう
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■認知症の症状はまわりの人のかかわり方も影響します

　認知症の２つの症状のうち、妄想・暴言・介護への抵抗などの行動・心理症状（BPSD）

は、かかわり方や環境を整えることで、軽減することもあります。

認知症の人がこんな行動をされたら？

対応例

　認知症の人にとっては、抜け落ちた記憶はなかったことと同じです。その気持ち

を理解し、「今、ごはんをつくっているところだから、もうしばらく待ってください。」

などと言って、空腹感をやわらげるために、少しお菓子を食べてもらうなどすると

落ち着く場合もあります。

対応例

　妄想などの症状は、身近な人に対して強く出ます。介護している人は不愉快に感

じることもあるでしょうが、これは強い信頼感の裏返しと考えられます。認知症の

人のこのような傾向を理解し、相手の言葉を否定したり、怒ったりせずに、「それは困っ

たね。」など相手の不安な気持ちに共感する言葉をかけて、一緒に探してあげましょう。

例１

例２

ごはんを食べたのに…

自分でしまったのに…

×こんな対応はダメ！

×こんな対応はダメ！

ごはんを
食べてない

あんたが財布を
盗ったやろ！

さっき
食べたやんね！

しまった場所を
忘れたとやろ！

と言って興奮する

と言って興奮する

と怒る

と怒る

③認知症の人への接し方
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たとえば・・・

◦場所がわからずに困っている方、

◦ゴミの出し方がわからず困っている方、

◦お金の払い方がわからず困っている方などをみ

かけたら、一声かけてください。

　また、急がせると、できることもできなくなっ

てしまいます。認知症の人のペースにあわせ、自

分でやろうとしている時は見守りましょう。

　介護家族には「近所に迷惑をかけているのでは」

という思いがあることがあります。ねぎらいの言

葉をかけることで、家族の気持ちはぐっと楽にな

ります。

地域でできることは？

対応例

　認知症の人にとっては、若い頃に住んでいた家が自分にとっての家であったりし

ます。その気持ちを理解し、『今日は泊まっていってください』などと言ってうまく

引き止めてください。

　また、徘徊して道に迷った時に助けてもらえるよう、事前に警察に相談したり、

近所の人に事情を説明しておくと、いろいろな協力が得られます。

例３ 自分の家なのに… ×こんな対応はダメ！

○良い対応の例

家に帰らなん

なにかお手伝いする
ことがありますか？

大変ですね。
お互い様ですから気に
しないでください。

なんば言いよると。
ここは家たい！

と出て行こうとする と怒る
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認知症の予防について３

　生活習慣病（高血圧、糖尿病、高脂血症、心臓病、肥満など）を予防することは、アル

ツハイマー型認知症や、脳血管性認知症の予防につながることが分かってきています。ま

た、活動的な生活を行い、脳に刺激を与えることも大切です。

　塩分や脂質を控えめに、魚や野菜、

果物などバランスのとれた食事を心が

けましょう。

　読書をする、日記や家計簿をつける、

新しく習い事をするなど、頭を使って

脳に刺激を与える生活をこころがけま

しょう。

　体を動かすことで、脳血流が良くな

り、脳細胞の活性化につながると言わ

れています。

　地域の活動に参加して、家族以外の

人とコミュニケーションをとるなど、

外出する機会を多くし、人との交流を

増やしましょう。

食生活に気をつけましょう
脳を活発に使う生活を
しましょう

運動など、
積極的に体を動かしましょう

人との交流を行いましょう
ポイント
①

ポイント
③

ポイント
②

ポイント
④

①認知症になりにくい生活習慣
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　主任ケアマネジャー・社会福祉士・保健師が中心となり、お互いに連携をとりながら、

『チーム』で高齢者の皆さんを支えます。

　地域で暮らす高齢者の皆さんを、介護・福祉・健康・医療などさまざまな面から総合的

に支えるために設けられました。お気軽にご相談ください。

荒尾市地域包括支援センター	 ☎（０９６８）６３‐１１７７
	 （住所）荒尾市宮内出目390番地

　荒尾市からの委託により、２４時間体制で在宅介護・高齢者に関するご相談をお受けし

ています。必要なサービスが利用できるよう、市・関係機関との連絡調整を行うなど、解

決に向けて支援します。

介護予防
要支援１・２と認定された

人、介護が必要になる可能性

がある人を対象に介護予防ケ

アプランの作成やサービス利

用後の効果を評価します。

権利擁護
高齢者虐待への対応、悪質な

訪問販売などによる消費者被

害の防止、成年後見制度の活

用などにより高齢者の権利を

守ります。

包括的・継続的ケア	 	
マネジメント
高齢者の皆さんにとって、よ

り暮らしやすい地域にするた

め、医療機関をはじめ関係機

関との連絡調整を行います。

認知症対策
認知症になっても住み慣れた

地域で生活できるよう、認知

症地域支援推進員を中心に、

医療・介護・地域の連携を強

化し、認知症の人を支えます。

認知症の方への支援４

地域包括支援センター　業務内容

●地域包括支援センター

●老人介護支援センター

老人介護支援センター名 電話番号 担当地区
オレンジヒル小岱 ６８‐８３００ 府本・平井・八幡

慈眼苑 ６２‐６４０６ 荒尾・有明

白寿園 ６８‐５３２２ 中央・緑ヶ丘

ふじ（伊藤医院内） ６２‐１５２６ 万田・万田中央

ドリーム（平成ドリーム館内） ６８‐７７７１ 井手川・清里・桜山

所在地は、P18〜19の地図をご覧ください。

総合相談
介護に関する悩み

や問題、その他健

康や福祉、医療や

生活に関すること

など、さまざまな

相談に対応します。

①相談窓口
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　1980年結成。全国46都道府県に支部を持つ、認知症にかかわる唯一の当事者団体です。

熊本県支部	 ☎（０９６）２２３‐５１６４（毎週水曜日定休）
	 （住所）熊本市中央区上通町３-１５　ステラ上通ビル３階

　認知症の介護に悩む家族からの相談に対応し、必要

な助言や専門機関の紹介などを行うために、２００９

年７月に設置されました。熊本県より受託し、家族の

会熊本県支部が実施しています。

相談受付電話　☎（０９６）３５５‐１７５５

相談受付日　水曜日以外の毎日		
　　　　　　　（土・日・祝日も開設）

相談受付時間　午前９時～午後６時

●認知症の人と家族の会

●認知症ほっとコール（熊本県認知症コールセンター）

　認知症の人の家族、医療・介護職などで認知症を支援する人が集まり、対応の仕方、

介護の仕方など認知症についてのさまざまな意見交換を行います。

荒尾・玉名地区で、家族の会の「つどい」が行われています。

◦日 　 時　４月・８月・１２月の第３土曜日　午後１時３０分〜３時３０分

◦場 　 所　荒尾総合文化センター

◦問い合わせ　認知症の人と家族の会　☎０９６‐３５５‐１７５５
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　認知症サポート医とは、認知症患者の診療に習熟し、かかりつけ医への助言その他支援

を行い、専門医療機関や地域包括支援センター等への連携の推進となる医師のことです。

　認知症の早期発見・診療体制の充実、医療と介護

の連携強化、専門医療相談の充実を図ることを目的

に県から指定を受けた医療機関です。

熊本県地域拠点型認知症疾患医療センター
荒尾こころの郷病院	
☎６２‐０８３８

●認知症サポート医

●認知症疾患医療センター

まずは、かかりつけ医に相談しましょう
　必要に応じて、認知症サポート医や、より専門の医療機関を紹介して

もらいましょう。

平成３０年８月３１日現在

荒尾クリニック 山田　邦夫 ☎６３‐１１６６

荒尾こころの郷病院

王丸　道夫

☎６２‐０６５７
宮尾　昌幸
露口　敦子
松山　万里子
西　　良文

伊藤医院 伊藤　隆康 ☎６２‐０４０５

有働病院
松井　真一

☎６２‐１１３８
江上　昌三

新生翠病院 鴻江　和洋 ☎６２‐０５２５
西原クリニック 中村　光成 ☎６２‐０６２２
ふじさわクリニック 藤澤　和久 ☎６４‐２２３８
荒尾市民病院 大嶋　俊範 ☎６３‐１１１５

②認知症医療に関する相談

15



　認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人やその家族を支える認知症

サポーターを養成する講座です。６０分〜９０分の講座で、事業者、地域団体、小、中、

高校など幅広い分野で１０人以上の受講者が集まれば開催できます。受講者には、認知症

サポーターの証である「オレンジリング」を配布しています。

　認知症の人が徘徊し、行方不明になった

ことを想定し、地域が主体となって行う訓

練です。認知症役の人に対する声かけなど

も行い、地域住民の認知症の理解を深め、

訓練後に地域で交流会を開催することで認

知症の人を支える地域づくりにつなげてい

きます。

　認知症の人や認知症の疑いのある人に、自立した生活のサポートを行う専門のチーム員

が訪問を行い、必要な医療・介護サービスの検討や調整を行います。ご家族には認知症の

症状に応じた対応や日常生活についてのアドバイスを行います。

◦支援期間　最長６カ月間

◦設 置 先　①熊本県地域拠点型認知症疾患医療センター（荒尾こころの郷病院）	
　　　　　　②社会福祉法人 杏風会 特別養護老人ホーム 白寿園

認知症サポーター養成講座

声かけ見守り訓練（認知症徘徊模擬訓練）

認知症初期集中支援事業

地域団体の皆さん 小学校の児童

認知症サポーター養成講座の様子

③認知症への市の取組み

16



　認知症で徘徊行動がある人の氏名、住所、認知

症の症状などを書面で地域包括支援センターに提

出してもらい、登録を行います。登録した情報は、

荒尾警察署に提供し、行方不明になったときも早

急に発見ができるように連携を行います。

　認知症の人、そのご家族、地域に住む高齢者や子どもなど誰でも、安心して集える認知

症カフェが市内に３カ所あります。

❶ おれんちのカフェ
◦開 催 日　毎週月曜・木曜日　１０時〜１３時

◦場 所　白寿の家	
　　　　　　　（荒尾市増永２６８７-１７）

◦参 加 費　１５０円

◦問い合わせ　特別養護老人ホーム白寿園	
　　　　　　　☎０９６８‐６８‐５３２２

❷ Ｃａｆéあおば
◦開 催 日　毎週水曜日　１０時〜１２時

◦場 所　地域交流拠点あおば	
　　　　　　　（荒尾市荒尾１０７４）

◦参 加 費　２００円

◦問い合わせ　地域交流拠点あおば	
　　　　　　　☎０９６８‐６２‐５５００

❸ あんず
◦開 催 日　毎週水曜日　１０時～１２時

◦場 所　伊藤医院裏	
　　　　　　　(荒尾市四ツ山町３丁目５-２)

◦参 加 費　２００円

◦問い合わせ　伊藤医院	
　　　　　　　☎０９６８‐５７‐７５４５

認知症徘徊高齢者登録票

認知症（おれんじ）カフェ
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●は、もの忘れ相談医がいる

医療機関。

（専門医療機関、認知症サ

ポート医がいる医療機関）

※P15をご参照ください。

　荒尾市
相談マップ
５

熊本県地域拠点型
認知症疾患医療センター

荒尾市役所荒尾市役所

JR荒尾駅

JR南荒尾駅

JR長洲駅

有明海

宮内

本村

海陽中
岱志高

有明高

長洲町

玉名市

大牟田市

南関町

389

荒尾警察署

菰屋 野原

四中

府本小

八幡小

清里小

金山

府本

宿

至 玉名

至 大牟田

グリーンランド

荒尾総合文化センター
荒尾運動公園

ふれあい
福祉センター

○文

○文

○文 ○文

○文

○文
○文

208

有働病院

●

伊藤医院

●
ふじさわクリニック

●

●

西原クリニック

新生翠病院●

●

●

●

荒尾クリニック

荒尾こころの郷病院

●

●

おれんちのカフェ

●

Ｃａｆéあおば

あんず

荒尾市地域包括
支援センター

荒尾市民病院
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熊本県地域拠点型
認知症疾患医療センター

荒尾市役所荒尾市役所

JR荒尾駅

JR南荒尾駅

JR長洲駅

有明海

宮内

本村

海陽中
岱志高

有明高

長洲町

玉名市

大牟田市

南関町

389

荒尾警察署

菰屋 野原

四中

府本小

八幡小

清里小

金山

府本

宿

至 玉名

至 大牟田

グリーンランド

荒尾総合文化センター
荒尾運動公園

ふれあい
福祉センター

○文

○文

○文 ○文

○文

○文
○文

208

有働病院

●

伊藤医院

●
ふじさわクリニック

●

●

西原クリニック

新生翠病院●

●

●

●

荒尾クリニック

荒尾こころの郷病院

●

●

おれんちのカフェ

●

Ｃａｆéあおば

あんず

荒尾市地域包括
支援センター

荒尾市民病院
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荒尾市
地域包括支援センター

電話　６３‐１１７７
ＦＡＸ　６３‐１２１０

認知
症の人を支える
ガイドブック


